
開校１５０周年記念 航空写真 撮影

１０月５日（木）、川下小学校の開校１５０周年を記念して航空写真を撮影しました。

運動場いっぱいに全校児童・職員で校章を描き、午前１０時の撮影を待ちました。しばら

くすると、松山空港を出発したセスナ機が上空に現れ、左旋回しながら撮影を行っていま

した。当日は天候にも恵まれ、予定どおり終えることができました。

川下小学校で撮影された直近の航空写真は、平成５年(1993年)、運動場に「めざせ 事

故０ 川下小」と描かれた、今から３０年前のものです。そのときの写真には旧講堂が収

まっていました。今回の航空写真では、平成１２年(2000年)に新しく建て変わった講堂が

初めて写ることになります。こうした航空写真は、めったに撮影されることがないと思わ

れますので、子どもたちにとって在校の思い出の一つになれば幸いです。

さて、川下小に残されている航空写真で一番古いものは、昭和２７年(1952年)に撮影さ

れたものです。この航空写真は、前述した旧講堂が落成したことを記念して撮影されまし

た。当時の児童数は千人以上も

在籍しており、運動場に描かれ

た「川下小」の文字にも力強さ

が伝わってきます。
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係の人の説明を聞きながらセスナ機を待つ児童たち


